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令和６年度が始まりました。１年生１０９名、２年生１２０名、３年生１２０名、合計

３４９名でスタートしました。「心豊かで たくましく生きる生徒の育成」を学校教育目標

に、生徒・保護者・地域の皆様と共に教職員一丸となって全力で学校教育を推進していき

たいと思います。本年度も何とぞご支援、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 学校教育目標 

「心豊かで たくましく生きる生徒の育成」 

【 目指す学校像 】 

誠実で信頼される学校 

生徒 
指導 

人権
教育 

地域
連携 

白鳥 
中学校の 
強み 

・学習態度が真面目である。 

・授業規律が整っている。 

・ICTを積極的に活用。難解な問題

にも粘り強く取り組む。 

・授業改善に向けて研修部を中心に

課題を分析、共有している。 

・規範意識が高い。 

・部活や学校行事に熱心に取り組む

素直で真面目な生徒が多い。 

・上級生が下級生の見本に 

なっている。 

・教師の思いが伝わる生徒が多い。 

・挨拶の雰囲気がよい。 

・仲間への思いやりややさしさがあ

り助け合いの行動ができる。 

・特別支援教育への理解があり、個

に応じた学習環境の工夫を行っ

ている。 

 

学力 

・中学校区の小中・地域の方々のサ

ポートで交通安全指導を行って

いる。 

・学校運営協議会を中心とした地域

と連携した学校づくりを進めてい

る。 

【 めざす生徒像 】 

互いに支えあい、ともに 

高めあい、活動できる生徒 
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 「学びたいと思うこと。声掛けや挨拶を大切に。安全に生活する力を身に付ける。」 

学校で、多くの友達と一緒に生活することで、みんなで成長していきます。中学校生

活を有意義に過ごすために、一つ目は、一生懸命わからないことやできないことを知り

たい、学びたいと思うこと、できるようになりたいと思うこと。学習する機会はたくさ

んあります。いろいろなことに挑戦してください。 

そして二つ目は、声掛けや、挨拶を自分からしてみること。「おはようございます。」「あ

りがとう。」「ごめんなさい。」「自分がしようか」など人と人とのコミュニケーションや

つながりを大事にしてほしい。 

三つ目は、安全に生活する力を身につけること。交通マナーを守ること、事故や犯罪

に巻き込まれないこと。大切な自分の命を守るために判断する力、注意されたときに素

直に聴く姿勢を身に付けてください。と入学式で伝えました。 

３年後、白鳥中学校でよかったと思えるような毎日、

毎日を過ごしてほしいと思います。友達が頑張っている

から、自分も頑張ろうと思ったり自分にはこういう得意

なところがあるんだと話してみたり、自分の苦手なとこ

ろは、友達の力を借りて、友達の苦手なところは自分が

手を貸すことで、お互いを補いあい「協力し合う」こと

もできます。友達の考え方、やり方を見聞きして、学校

生活を通じて、お互いを高め合い、成長していってほし

いと思います。 

 

 

 

 ありがとう！ 

  「1 年生が入学し、2、3 年生は先輩として優しく、

懇切丁寧に白鳥中学校に迎え入れてくれました。ありが

とう。生徒会が中心となって対面式やクラブ紹介を一生

懸命行ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員一同、一致協力して、子どもたちの教育に尽力していきます。保護者

の皆様、地域の皆様とは、連絡を密にし、お互いに協力して、子どもたちの

成長を支えていきたいと思います。ご理解ご協力をお願いいたします。 
 

１年生に向けて 

 

２・３年生に向けて 

 

《 令和６年度 対面式・クラブ紹介 》 

《 令和６年度入学式 》 

保護者の皆様、地域の皆様へ 

 

「自分を大切に」「感謝の思いを」 

 白鳥中学校の通学路には狭くて、危険なところがいくつかあります。地域の方が

街頭に立って見守ってくださっています。「自分の命は自分で守る」ことは言うまで

もありませんが、安全に無事に登下校できるようにと見守ってくださる方に感謝の

思いをもってください。交差点での左右確認や加佐登の坂など自転車を押して歩く

などルールを守って事故を未然に防げるように、意識して通学してください。 

自転車通学について 

 


